
中国の文化Ⅲ 
 

日中文化交流史 
 

第七回 倭寇と遣明使  



鎌
倉
大
仏
は
、
中
国
か
ら
輸
入
さ

れ
た
銅
銭
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
と

い
い
ま
す
が
、
な
ぜ
銅
銭
を
使
っ

た
の
で
す
か
。
ま
た
、
当
時
そ
ん

な
に
た
く
さ
ん
の
銅
銭
を
運
ぶ
こ

と
は
で
き
た
の
で
す
か
。 

質
問 





奈良東大寺盧舎那仏像(752年) 鎌倉高徳院阿弥陀如来坐像(1243年?) 



鎌倉高徳院阿弥陀如来坐像(1243年?) 

鎌倉大仏の規模と重量 
 

総高(台座を含む) 13.35ｍ 
仏身高   11.31ｍ 
面長    2.35ｍ 
眼長    1.00ｍ 
口幅    0.82ｍ 
耳長    1.90ｍ 
眉間白毫直径  0.18ｍ 
螺髪（頭髪）高  0.18ｍ 
螺髪直径   0.24ｍ 
螺髪数   656個 
仏体重量   121ｔ 



鎌
倉
大
仏
の
重
量
は
一
二
一
ト
ン

だ
が
、
当
時
日
中
間
を
往
来
し
て

い
た
貿
易
船
に
は
、
何
ト
ン
の
銅

銭
が
積
ま
れ
て
い
た
か
？ 

 

①
約
一
ト
ン 

 

②
約
三
〇
ト
ン 

Q 



ＮＨＫ ＥＴＶ特集「日本と朝鮮の２０００年 第７集」より 
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南
北
朝
の
争
乱
に
始
ま
っ
た
室
町
時
代
。

朝
廷
や
幕
府
が
武
装
集
団
に
よ
る
密
貿
易

や
略
奪
行
為
を
黙
認
し
た
こ
と
で
、
東
ア

ジ
ア
の
人
々
の
日
本
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

は
大
き
く
悪
化
す
る
。
前
期
倭
寇
で
あ
る
。 

 

一
方
、
南
北
合
一
後
、
遣
唐
使
の
廃
止

か
ら
お
よ
そ
五
〇
〇
年
ぶ
り
に
復
活
し
た

遣
明
使
に
よ
る
交
流
は
、
日
本
に
新
た
な

文
化
を
生
み
出
す
契
機
と
な
っ
た
。 



目次 
 

第一節 南北朝時代と前期倭寇 
 
第二節 遣明使の時代 
 
第三節 戦国時代と後期倭寇 
 



第一節 南北朝時代と前期倭寇 



 
一
三
三
三
年
、
鎌
倉
幕
府
を
倒
し
た
後
、

中
国
の
皇
帝
専
制
に
倣
っ
て
天
皇
の
親
政

を
め
ざ
し
た
後
醍
醐
天
皇
で
あ
っ
た
が
、

皇
帝
専
制
を
支
え
る
科
挙
制
度
に
よ
る
文

官
優
位
の
体
制
が
築
か
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
足
利
尊
氏
ら
武
家
勢
力
の
離
反

に
よ
っ
て
失
敗
に
終
わ
る
。
以
後
、
日
本

は
お
よ
そ
六
十
年
間
に
わ
た
り
、
南
北
朝

の
分
裂
の
時
代
を
迎
え
る
。 

 

南
北
朝
時
代
、
激
戦
地
の
一
つ
と
な
っ

た
九
州
と
そ
の
近
辺
の
島
々
で
は
、
不
足

す
る
食
料
や
労
働
力
を
補
う
た
め
、
朝
鮮

半
島
や
中
国
の
沿
海
部
を
襲
っ
て
略
奪
行

為
を
行
う
も
の
が
現
わ
れ
た
。
前
期
倭
寇

で
あ
る
。 



中
国
皇
帝
風
に
冕
冠
十
二
旒
を
か

ぶ
り
、
僧
衣
を
身
に
つ
け
た
こ
の

人
物
は
誰
で
し
ょ
う
か
？ 

 

①
後
醍
醐
天
皇 

 

②
足
利
尊
氏 

Q 



後
醍
醐
天
皇
と
建
武
の
新
政 

  

後
醍
醐
天
皇
は
、
鎌
倉
の
武
家
政
権
を

倒
し
た
後
、
中
国
の
皇
帝
に
倣
っ
て
天
皇

に
よ
る
親
政
を
め
ざ
し
た
が
、
中
国
の
皇

帝
専
制
を
支
え
て
い
た
科
挙
制
度
に
よ
る

文
官
優
位
の
体
制
が
築
か
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
足
利
尊
氏
ら
武
士
の
離
反
に

よ
っ
て
失
敗
に
終
わ
っ
た
。 

 

＊
図
版
は
重
要
文
化
財
「
絹
本
著
色
後
醍
醐
天
皇
御
像
」

（
神
奈
川
県
藤
沢
市
遊
行
寺(

ゆ
ぎ
ょ
う
じ)

蔵
） 
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ＮＨＫ ＥＴＶ特集「日本と朝鮮の２０００年 第７集」より 



倭
寇
は
日
本
人
で
は
な
い
の
か
？ 

  

前
朝(

高
麗)

の
末
、
倭
寇
が
横
行
し
、

民
は
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
の
倭
人
は

わ
ず
か
に
一
、
二
に
過
ぎ
ず
、
わ
が
国
の

民
が
倭
服
で
変
装
し
て
乱
を
為
し
て
い
ま

し
た
。 

 

李
順
蒙
上
書
（
朝
鮮
王
朝
實
録
世
宗
二
八
年
） 



鎌倉
時代 

室町時代 
安土桃
山時代 

江
戸
時
代 

南北朝時代 
1336-92年 

戦国時代 
1493-1573年 

倭寇の地域別発生件数 

田中健夫『倭寇 海の歴史』 
(講談社学術文庫 2012年)をもとに作成 

遣明船の派遣 1401-1547 



 

0 
 

100 
 

200 
 

300 
 

400 
 

500 
 

600 
 

700 
 

800 
 

900 
 

1000 
 

1100 
 

1200 
 

1300 
 

1400 
 

1500 
 

1600 
 

1700 
 

1800 
 

1900 
 

2000 

漢 
BC206～AD220 

魏 220～265 蜀 221～263 呉 222～280 

晋 265-316 

五胡十六国時代 東晋 317-420 

北朝 439-589 南朝 420-589 

隋 581-619 

唐 
618-907 

五代十国 907-960 

遼 北宋 960-1127 

金 1115-1234 南宋 1127-1279 

元 1271-1368 

明 
1368-1644 

清 
1616-1912 

中華民国 1912-1949 

中華人民共和国 1949-現在 

0 
 

100 
 

200 
 

300 
 

400 
 

500 
 

600 
 

700 
 

800 
 

900 
 

1000 
 

1100 
 

1200 
 

1300 
 

1400 
 

1500 
 

1600 
 

1700 
 

1800 
 

1900 
 

2000 

 弥生時代 
紀元前?世紀～3世紀 

古墳時代 4世紀末～? 

飛鳥時代  6世紀末～710 

奈良時代  710-794 

平安時代 794-1192 

鎌倉時代 1192-1333 

室町時代 
1336-1573 

南北朝時代 

戦国時代 
安土桃山時代 1573-1603 

江戸時代 
1603-1868 

近代 1868-1945 

現代 1945-現在 

民間交流の時代 

遣隋使 遣唐使の時代 
600-894 

 元寇 1274, 1281 

倭寇(前期) 



 

貧
農
の
家
に
生
ま
れ
た
朱
元
璋
は
、
元

末
の
反
乱
の
中
で
頭
角
を
現
し
、
一
三
六

八
年
に
モ
ン
ゴ
ル
族
を
北
方
へ
と
駆
逐
し

て
漢
民
族
の
王
朝
を
復
興
し
た
。
明
で
あ

る
。 

 

元
末
以
来
、
中
国
の
沿
岸
部
は
し
ば
し

倭
寇
の
襲
撃
を
受
け
て
い
た
。
朱
元
璋
は

そ
の
取
締
り
を
求
め
る
た
め
、
建
国
後
た

だ
ち
に
日
本
へ
使
節
を
派
遣
し
た
。 

http://www.dutu6.com/ns_detail.asp?id=501874&nowmenuid=500001&previd=0


明太祖洪武帝(1328～98) 

http://www.dutu6.com/ns_detail.asp?id=501874&nowmenuid=500001&previd=0


明太祖洪武帝(1328～98) 

朱
元
璋
が
派
遣
し
た
使
節
を
迎
え

た
の
は
、
北
朝
か
南
朝
か
？ 

 

①
北
朝 

 

②
南
朝 

Q 

http://www.dutu6.com/ns_detail.asp?id=501874&nowmenuid=500001&previd=0


南朝征西大将軍 
懐良親王 

北朝征夷大将軍 

足利義満 

http://www.dutu6.com/ns_detail.asp?id=501874&nowmenuid=500001&previd=0


  (

北
朝) 

┬

後
伏
見
天
皇┬

光
厳
天
皇┬

崇
光
天
皇 

│
 

 
 

 
 
│
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└

花
園
天
皇 

└
光
明
天
皇└

後
光
厳
天
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  (

南
朝) 

─

後
醍
醐
天
皇┬

尊
良
親
王 
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世
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親
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成
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親
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├

後
村
上
天
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長
慶
天
皇 
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護
良
親
王 
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├

宗
良
親
王 

 
 

 
 

 
 
│

 
 

 
 

 
 

 
└

懐
良
親
王 



倭
寇
を
描
い
た
明
代
の
小
説 

  
陝
西
の
商
人
・
楊
八
老
に
は
李
氏
と
い

う
妻
と
世
道
と
い
う
子
が
い
た
。
商
い
の

た
め
福
建
に
行
っ
た
楊
八
老
は
、
そ
こ
で

檗
氏
を
妻
に
迎
え
世
徳
と
い
う
子
が
生
ま

れ
る
。 

 

陝
西
に
帰
る
途
中
、
楊
八
老
は
倭
寇
に

よ
っ
て
異
国
に
連
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
。

そ
れ
か
ら
十
九
年
後
、
倭
寇
と
と
も
に
中

国
に
戻
っ
た
楊
八
老
は
、
役
人
に
捕
え
ら

れ
、
裁
判
に
か
け
ら
れ
る
。 

 

昔
の
下
僕
の
証
言
で
、
楊
八
老
は
紹
興

府
へ
送
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
役
人
と
な
っ

て
い
た
の
は
、
十
九
年
前
に
別
れ
た
二
人

の
子
供
た
ち
で
あ
っ
た
。 

 

こ
う
し
て
物
語
は
大
団
円
で
終
わ
る
。 

 

「
楊
八
老
越
国
奇
逢
」(

『
古
今
小
説
』
巻
十
五) 



こ
の
小
説
に
描
か
れ
た
よ
う
な
倭

寇
に
よ
る
拉
致
事
件
は
、
実
際
に

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

 

①
実
際
に
あ
っ
た 

 

②
た
だ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン 

Q 



古今小説第十八巻 楊八老越国奇逢(法政大学図書館藏) 



“報捷”(勝利の知らせ)を伝える伝令 

古今小説第十八巻 楊八老越国奇逢(法政大学図書館藏) 



明
か
ら
の
倭
寇
取
締
り
要
求 

  

洪
武
二
年(

一
三
六
九
年)
三
月
、
洪
武

帝
は
使
節
と
し
て
楊
載
を
派
遣
し
て
、
日

本
に
詔
諭
を
下
し
、
倭
寇
の
侵
入
に
つ
い

て
責
任
を
追
及
し
た
。
「
朝
貢
を
望
む
な

ら
宮
廷
に
来
る
よ
う
に
。
そ
う
で
な
い
な

ら
、
武
器
を
調
え
守
り
を
固
め
よ
。
も
し

倭
寇
を
続
け
る
の
な
ら
、
将
軍
に
命
じ
て

征
伐
す
る
の
み
。
王
よ
、
よ
く
考
え
よ
」 

 

明
史
巻
三
百
二
十
二
日
本
伝 



明
か
ら
の
倭
寇
取
締
り
要
求 

  

日
本
の
王
・
良
懐(

懐
良)
は
命
に
従
わ

ず
＊

、
再
び
倭
寇
が
山
東
を
襲
い
、
さ
ら

に
温
州
、
台
州
、
明
州(

寧
波)

の
沿
海
住

民
を
略
奪
し
、
つ
い
に
は
福
建
の
沿
海
郡

に
及
ん
だ
。 

 

＊
こ
の
と
き
懐
良
親
王
は
、
明
使
一
行
七
人
の
う
ち
五
人

を
斬
り
、
楊
載
ら
二
名
は
、
三
ヶ
月
に
及
ぶ
拘
留
の
後

釈
放
さ
れ
た
。 

 

明
史
巻
三
百
二
十
二
日
本
伝 



明
か
ら
の
倭
寇
取
締
り
要
求 

  

そ
こ
で
、
洪
武
三
年(

一
三
七
〇
年)
三

月
、
莱
州
府
の
同
知
趙
秩
を
派
遣
し
て
そ

の
責
任
を
追
及
し
た
。
海
を
渡
り
日
本
の

領
内
に
入
っ
た
が
、
警
備
の
者
に
入
国
を

阻
ま
れ
た
た
め
、
懐
良
親
王
に
書
簡
を
送

る
と
、
親
王
は
趙
秩
を
迎
え
入
れ
た
。 

 

明
史
巻
三
百
二
十
二
日
本
伝 



明
か
ら
の
倭
寇
取
締
り
要
求 

  
懐
良
親
王
は
言
っ
た
。 

「
わ
が
国
は
扶
桑
の
東
に
あ
る
が
、
い
つ

も
中
国
を
敬
慕
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
蒙

古
は
我
々
と
同
じ
夷
狄
で
あ
り
な
が
ら
、

我
々
を
臣
従
さ
せ
よ
う
と
し
、
先
王
が
こ

れ
を
不
服
と
す
る
と
趙
と
い
う
姓
の
者
を

派
遣
し
て
甘
言
を
も
っ
て
欺
こ
う
と
し
た
。 

そ
し
て
交
渉
も
終
わ
ら
ぬ
中
に
、
十
万
の

水
軍
が
海
岸
に
並
ん
だ
。
」 

 

明
史
巻
三
百
二
十
二
日
本
伝 



明
か
ら
の
倭
寇
取
締
り
要
求 

 
「
い
ま
新
た
な
天
子
が
中
国
で
帝
位
に
つ

い
た
と
い
う
が
、
使
節
の
姓
は
趙
で
あ
る

か
ら
こ
れ
も
蒙
古
の
後
裔
で
あ
り
、
甘
言

に
よ
っ
て
わ
れ
ら
を
欺
き
襲
撃
す
る
つ
も

り
で
あ
ろ
う
」 

 

そ
し
て
左
右
の
者
に
趙
秩
を
斬
る
よ
う

目
く
ば
せ
し
た
。 

 

明
史
巻
三
百
二
十
二
日
本
伝 

 



明
か
ら
の
倭
寇
取
締
り
要
求 

  
趙
秩
は
少
し
も
動
じ
る
こ
と
な
く
、

ゆ
っ
く
り
と
こ
う
言
っ
た
。 

「
わ
が
大
明
国
の
天
子
は
、
神
聖
に
し
て

文
武
を
兼
ね
る
こ
と
蒙
古
の
比
で
は
な
い
。

ま
た
私
も
蒙
古
の
使
者
の
後
裔
で
は
な
い
。

殺
せ
る
な
ら
、
殺
す
が
よ
い
」 

 

明
史
巻
三
百
二
十
二
日
本
伝 

 



明
か
ら
の
倭
寇
取
締
り
要
求 

  
懐
良
親
王
は
驚
い
て
堂
を
下
る
と
、
秩

を
手
厚
く
も
て
な
し
、
そ
の
国
の
僧
・
祖

来
を
派
遣
し
て
上
表
文
を
奉
じ
て
臣
下
と

称
し
、
馬
や
特
産
物
を
貢
物
と
し
て
献
上

し
た
。
ま
た
明
州(
寧
波)

と
台
州
の
二
郡

か
ら
拉
致
し
た
七
十
余
名
を
、
洪
武
四
年

(

一
三
七
一
年)

十
月
に
都
へ
帰
還
さ
せ
た
。 

 

明
史
巻
三
百
二
十
二
日
本
伝 

 



謡
曲
「
唐
船
」
に
描
か
れ
た
明
の
被
虜
人 

  
祖
慶
官
人
は
、
乗
っ
て
い
た
船
が
寧
波

近
く
で
倭
寇
に
襲
わ
れ
、
筑
前
の
箱
崎
殿

の
も
と
で
十
三
年
間
使
役
さ
れ
る
。
そ
こ

で
日
本
の
妻
を
迎
え
、
二
人
の
子
供
が
い

た
が
、
あ
る
日
、
中
国
に
残
し
て
き
た
二

人
の
子
供
た
ち
が
父
を
迎
え
に
来
る
。
祖

慶
官
人
は
両
者
に
挟
ま
れ
て
苦
悩
す
る
が
、

箱
崎
殿
の
は
か
ら
い
で
日
本
の
子
供
を
つ

れ
て
明
に
帰
国
す
る
。 



第二節 遣明使の時代 



足利義満(1358～1408) 

 

一
三
九
二
年
、
南
北
朝
の
合
体
に
よ
っ

て
、
六
十
年
近
く
続
い
た
分
裂
の
時
代
に

終
止
符
が
打
た
れ
た
。 

 

室
町
幕
府
の
第
三
代
将
軍
・
足
利
義
満

は
、
一
四
〇
一
年
、
明
に
使
節
を
派
遣
し
、

建
文
帝
か
ら
日
本
国
王
の
冊
封
を
受
け
た
。 

 

室
町
幕
府
の
取
締
り
強
化
に
よ
っ
て
前

期
倭
寇
は
沈
静
化
し
、
東
ア
ジ
ア
は
百
年

以
上
に
及
ぶ
平
和
な
時
代
を
迎
え
る
。 



第一回遣明使(1401年) 

足利義満像(京都・相国寺蔵) 



遣
明
船
は
一
四
〇
一
年
か
ら
一
五

四
七
年
の
約
一
五
〇
年
の
間
に
、

計
何
回
派
遣
さ
れ
た
か
？ 

 

①
九
回 

 

②
十
九
回 

Q 



鎌倉
時代 

室町時代 
安土桃
山時代 

江
戸
時
代 

南北朝時代 
1336-92年 

戦国時代 
1493-1573年 

倭寇の地域別発生件数 

田中健夫『倭寇 海の歴史』 
(講談社学術文庫 2012年)をもとに作成 

遣明船の派遣 1401-1547 
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江戸時代 
1603-1868 

近代 1868-1945 

現代 1945-現在 

民間交流の時代 

遣隋使 遣唐使の時代 
600-894 

 元寇 1274, 1281 

倭寇(前期) 
遣明使の時代 



こ
の
人
物
は
一
四
六
七
年
、
遣
明

船
に
同
乗
し
て
明
に
渡
り
、
絵
画

を
学
ん
で
帰
国
し
、
室
町
時
代
の

水
墨
画
を
大
成
し
た
画
僧
で
あ
る
。

こ
の
人
物
は
誰
か
？ 

 

①
雪
舟 

 

②
一
休 

Q 





雪
舟(

一
四
二
〇
～
一
五
〇
六
年
頃) 

  
室
町
時
代
、
日
本
の
水
墨
画
を
大
成
し

た
画
僧
。
少
年
時
代
、
京
都
の
相
国
寺
に

入
り
、
僧
侶
と
な
る
。 

 

一
四
六
七
年 (

応
仁
元
年)

、
四
十
七
歳

の
時
、
遣
明
船
に
同
乗
し
て
明
に
渡
る
。 

 

天
童
山
景
徳
寺
で
禅
班
第
一
座
に
任
ぜ

ら
れ
た
後
、
北
京
に
上
っ
て
歴
代
の
名
画

を
模
写
す
る
と
と
も
に
、 
宮
廷
画
家
の
李

在
ら
に
中
国
絵
画
の
技
法
を
学
ん
だ
。 



ＮＨＫ ＥＴＶ特集「中国でよみがえる雪舟」より 





こ
の
二
幅
の
絵
は
、
一
方
が
雪
舟

の
描
い
た
も
の
、
も
う
一
方
が
雪

舟
に
中
国
絵
画
の
技
法
を
伝
え
た

明
の
宮
廷
画
家
・
李
在
が
描
い
た

も
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
が
雪
舟
の

描
い
た
も
の
か
？ 

 

①
右
の
絵 

 

②
左
の
絵 

Q 



(日本)雪舟「四季山水図」 (明)李在「山水図」 



こ
の
絵
は
、
雪
舟
が
い
つ
、
ど
こ

で
描
い
た
も
の
か
？ 

 

①
留
学
中
に
中
国
で 

 

②
帰
国
後
に
日
本
で 

Q 



雪舟「四季山水図」 雪舟(1420～1506頃) 



「
四
季
山
水
図
」(

四
幅)

に
は
、
「
日
本

禅
人
等
楊
」(
等
楊
は
雪
舟
の
諱)

の
落
款

と
「
光
澤
王
府
珍
玩
之
章
」
の
所
蔵
印
が

あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
こ
の
絵
は
雪
舟
が
中

国
に
留
学
中(

一
四
六
七
～
六
九
年)

に
描

い
た
も
の
で
、
の
ち
明
の
光
澤
王
朱
寵
瀤

(

澴
？
、
？
～
一
五
四
六)

の
所
蔵
と
な
っ

た
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。 

 

画
風
も
後
の
雪
舟
様
式
と
は
異
な
り
、

留
学
中
に
師
事
し
た
李
在
の
も
の
に
近
い
。 



雪
舟
が
明
へ
の
留
学
中
に
描
い
た
「
四
季
山
水
図
」 

雪舟画「四季山水図」 

雪
舟
の
師
・
明
の
宮
廷
画
家
李
在
が
描
い
た
「
山
水
図
」 



雪
舟
が
明
へ
の
留
学
中
に
描
い
た
「
四
季
山
水
図
」 

雪舟画「四季山水図」 

雪
舟
が
帰
国
後
に
描
い
た
国
宝
「
秋
冬
山
水
図
」 



こ
れ
ら
絵
は
、
現
在
ど
こ
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
か
？ 

 

①
上
野
に
あ
る
東
京
国
立
博
物
館 

 

②
北
京
に
あ
る
中
国
国
家
博
物
館 

Q 



東京国立博物館 



第三節 戦国時代と後期倭寇 



後
期
倭
寇 

  

一
四
六
七
年
の
応
仁
の
乱
以
降
、
室
町

幕
府
の
権
威
は
失
墜
し
、
日
本
は
ふ
た
た

び
戦
乱
の
時
代
を
迎
え
る
。
戦
国
時
代
で

あ
る
。 

 

遣
明
船
の
派
遣
は
そ
の
後
も
続
い
て
い

た
が
、
日
明
間
の
密
貿
易
の
拡
大
に
よ
り
、

一
五
四
七
年
の
第
十
九
回
を
最
後
に
終
焉

を
迎
え
る
。 

 

一
五
四
八
年
、
明
は
密
貿
易
の
拠
点
で

あ
っ
た
双
嶼
を
討
伐
す
る
が
、
日
本
に
逃

れ
た
密
貿
易
商
人
・
王
直
ら
は
、
五
島
列

島
に
本
拠
を
移
し
、
新
た
に
日
中
合
同
の

「
倭
寇
」
が
猛
威
を
振
る
う
よ
う
に
な
る
。 



朱紈が密貿易の拠点双嶼(六横島)を討伐(1548年) 

王直ら拠点を五島列島に移す 



密
貿
易
商
人
・
王
直
は
、
一
五
四

三
年
に
も
あ
る
国
の
人
々
と
と
も

に
来
日
し
て
い
る
。
そ
の
国
の

人
々
と
は
？ 

 

①
朝
鮮
人 

 

②
ポ
ル
ト
ガ
ル
人 

Q 



ポ
ル
ト
ガ
ル
船
と
と
も
に
来
日
し
た
王
直 

  

一
五
四
三
年
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
種
子

島
に
漂
着
し
、
鉄
砲
を
伝
え
た
。
こ
の
と

き
船
の
同
乗
し
、
通
訳
を
務
め
た
の
が
王

直(

五
峯)

で
あ
っ
た
。 

文
之
玄
昌
「
鉄
砲
記
」(

一
六
〇
六
年
、 

『
南
浦
文
集
』
上
巻
所
収) 



鎌倉
時代 

室町時代 
安土桃
山時代 

江
戸
時
代 

南北朝時代 
1336-92年 

戦国時代 
1493-1573年 

倭寇の地域別発生件数 

田中健夫『倭寇 海の歴史』 
(講談社学術文庫 2012年)をもとに作成 

遣明船の派遣 1401-1547 
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 元寇 1274, 1281 

倭寇(前期) 
遣明使の時代 
倭寇(後期) 



ＮＨＫ ＥＴＶ特集「日本と朝鮮の２０００年 第７集」より 



倭
寇
図
巻 

 
  

後
期
倭
寇
を
描
い
た
二
種
の
絵
巻
物
が

あ
る
。 

 

①
中
国
国
家
博
物
館
所
蔵
『
抗
倭
図
巻
』

(

絹
本
着
色
、
縦
三
一
セ
ン
チ
、
全
長
五

七
〇
セ
ン
チ
、
図
中
に
「
日
本
弘
治
一

年
」(

一
五
五
五
年)

と
「
日
本
弘
治
三

年
」(

一
五
五
七
年)

の
文
字
が
あ
る
） 

  

②
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
の
『
倭
寇
図

巻
』(

絹
本
着
色
、
縦 

三
一
セ
ン
チ
、

全
長 

五
七
三
セ
ン
チ
、
図
中
に
「
日

本
弘
治
四
年
」(

一
五
五
八
年)

の
文
字

が
あ
る
） 



抗倭図巻(中国国家博物館藏) 



倭寇図巻(東京大学史料編纂所藏) 



倭寇図巻(東京大学史料編纂所藏) 抗倭図巻(中国国家博物館蔵) 



倭寇図巻(東京大学史料編纂所藏) 

倭寇の襲来 



倭寇図巻(東京大学史料編纂所藏) 

倭寇船 



倭寇図巻(東京大学史料編纂所藏) 

月代(さかやき)と日本刀 



倭寇図巻(東京大学史料編纂所藏) 

倭寇の上陸 



倭寇図巻(東京大学史料編纂所藏) 

放火と略奪 



倭寇図巻(東京大学史料編纂所藏) 

逃げ惑う民衆 



倭寇図巻(東京大学史料編纂所藏) 

官軍が倭寇退治に出発 



倭寇図巻(東京大学史料編纂所藏) 

倭寇を迎え撃つ官軍の軍船 



倭寇図巻(東京大学史料編纂所藏) 

倭寇と戦う官軍の軍船 



倭寇図巻(東京大学史料編纂所藏) 

官軍と戦う倭寇の軍船 



倭寇図巻(東京大学史料編纂所藏) 

矢に当たり海に落ちる倭寇たち 



倭寇図巻(東京大学史料編纂所藏) 

“報捷”(勝利の知らせ)を伝える伝令 



“報捷”(勝利の知らせ)を伝える伝令 

倭寇図巻(東京大学史料編纂所藏) 
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